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平
均
寿
命
が
ま
た
伸
び
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
で
女
性
は
86
・
83
歳
、
男

性
は
80
・
50
歳
と
過
去
最
高
に
。
健
康
、

運
動
ブ
ー
ム
も
あ
っ
て
か
、最
近
の
高

齢
者
は
確
か
に
元
気
で
す
。
元
気
ど
こ

ろ
か
、「
最
近
の
高
齢
者
は
体
力
、知
力

で
若
返
っ
て
い
る
」と
声
明
を
発
表
し
、

「
高
齢
者
の
定
義
」を
見
直
そ
う
と
い
う

学
会
も
あ
る
の
で
す
。

わ
が
国
で
は
法
律
上
、高
齢
者
の
定

義
は
な
く
、老
人
福
祉
法
の
対
象
な
ど

か
ら「
65
歳
以
上
」が
通
念
と
な
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
平
均
寿
命
の
伸
び
も
著
し

く
、「
60
代
半
ば
で
老
人
扱
い
は
ご
免
」

と
い
う
気
風
が
強
く
、通
念
と
実
態
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
問
題
に
切
り
込
ん
だ
の
が
日
本

老
年
学
会
で
す
。
横
浜
市
で
６
月
開
い

た
同
学
会
総
会
で「
現
在
の
高
齢
者
は

10
年
〜
20
年
前
の
高
齢
者
と
比
べ
５
〜

10
歳
若
返
っ
て
い
る
」と
の
声
明
を
発

表
し
ま
し
た
。

「
高
齢
者
の
若
返
り
」論
拠
の
幾
つ
か

が
総
会
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

健
康
ブ
ー
ム
、歩
き
も
速
く

知
的
機
能
も
10
年
若
返
り

そ
の
一
つ
が「
歩
行
速
度
」。
東
京

都
老
人
総
研（
当
時
）
が
秋
田
県
で

１
９
９
２
年
と
２
０
０
２
年
に
行
わ
れ

た
高
齢
者
４
千
人
の
身
体
能
力
調
査
の

比
較
が
あ
り
ま
す
。
02
年
の
70
歳
代
後

半
男
性
の
歩
行
速
度（
１
秒
で
１
・
２

ｍ
）は
、10
年
前
の
60
歳
後
半
と
ほ
ぼ

同
じ
で
し
た
。

歩
行
は
、高
齢
者
の
自
立
し
た
生
活

に
欠
か
せ
な
い
基
本
動
作
の
一
つ
。
自

力
移
動
は
寝
た
き
り
防
止
な
ど
に
つ
な

が
り
ま
す
。

若
返
り
デ
ー
タ
は「
知
的
機
能
」で
も

示
さ
れ
ま
し
た
。

国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
が

愛
知
県
大
府
市
の
住
民
２
３
０
０
人

（
40
歳
以
上
）に
継
続
的
な
知
能
検
査
を

行
っ
た
デ
ー
タ
で
す
。「
現
在
の
70
代
の

平
均
得
点
は
、10
年
前
の
60
台
に
相
当

す
る
」と
の
評
価
で
す
。

学
会
は
年
内
に
も「
高
齢
者
定
義
変

更
の
要
否
」も
含
む
報
告
書
を
提
出
し

ま
す
。
老
年
学
会
は
、
老
年
医
学
会
、

老
年
看
護
学
会
、老
年
精
神
医
学
会
な

ど
７
学
会
で
構
成
さ
れ
た
オ
ー
ル
老
年

学
会
で
す
。
そ
の
発
信
だ
け
に
、「
65
歳

以
上
」
見
直
し
に
つ
な
が
る
の
か
と
、

世
の
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。

通
念
と
実
態
の
ず
れ
の
解
消
は
古
く

て
新
し
い
問
題
で
す
。

古
く
は
１
９
９
７
年
に
厚
生
省（
当

時
）の
有
識
者
懇
談
会
が「
高
齢
者
観
を

変
え
よ
う
〜
た
と
え
ば
70
歳
か
ら
」と

提
言
し
ま
し
た
。
お
そ
る
お
そ
る
の
言

い
回
し
で
す
。
当
時
の
国
民
の
高
齢
者

観
調
査
で
も「
高
齢
者
は
70
歳
以
上
」が

48
％
も
あ
っ
た
の
に
、政
策
課
題
に
も

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
₆₅
歳
以
上
」見
直
し
議
論
も

暮
ら
し
に
も
影
響
す
る
話

高
齢
者
は
確
か
に
若
返
っ
て
い
ま

す
。
仮
に「
70
歳
以
上
」と
さ
れ
て
も
違

和
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
に
老
人
医
療

保
険
は
70
歳
以
上
を
対
象
と
し
、ご
丁

寧
に
75
歳
以
上
を「
後
期
高
齢
者
」と
し

て
い
ま
す
。

た
だ「
高
齢
者
は
○
○
歳
以
上
」と
い

う
新
し
い
線
引
き
は
、社
会
保
障
制
度

に
も
影
響
し
ま
す
か
ら
、一
概
に
喜
べ

ま
せ
ん
。
医
療
保
険
や
介
護
保
険
の
負

担
増
に
も
つ
な
が
り
、年
金
受
給
年
齢

の
引
き
上
げ
に
も
影
響
し
か
ね
な
い
の

で
す
。「
若
返
り
」は
喜
ば
し
い
の
で
す

が
、私
た
ち
の
暮
ら
し
に
も
影
響
す
る

話
な
の
で
す
。

情報クリップ

老
年
学
会
が「
若
返
り
」声
明

今
の
₇₀
歳
は
一
昔
前
の
₆₀
歳ジョギングも若返りに一役
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Living Will

記
録
づ
く
め
だ
っ
た
猛
暑
を
い
か
が
お

し
の
ぎ
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
さ
て
誌
面

は
読
み
や
す
さ
を
め
ざ
し
、１
行
17
字
を

15
字
に
、１
段
28
行
を
26
行
に
改
め
ま
し

た
。
そ
の
分
、活
字
が
心
も
ち
大
き
く
な

り
ま
し
た
。
字
詰
ま
り
の
う
っ
と
う
し
さ

か
ら
の
解
放
で
す
。　
　
（
会
報
編
集
部
）

■
私
事
で
す
。
わ
が
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
二

親（
す
で
に
故
人
）の
う
ち
２
人
が
認
知
症

で
入
所
し
た
施
設
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

わ
が
家
に
限
れ
ば
発
症
率
５
割
は
、認
知

症
８
０
０
万
人
時
代
を
も
は
る
か
に
上
回

る
数
字
で
す
。「
認
知
症
と
Ｌ
Ｗ
」を
ま
と

め
な
が
ら
、〝
５
割
の
恐
怖
〞が
よ
ぎ
り
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
白
井
）

■
会
員
に
ご
参
加
い
た
だ
く
投
稿
ペ
ー
ジ

「
ひ
ろ
ば
」が
、皆
さ
ま
の
ご
支
援
で
広
が

り
始
め
ま
し
た
。あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

協
会
会
報
は
全
国
の
会
員
を
つ
な
ぐ
、唯

一
の「
場
」で
す
。
支
部
の
枠
を
超
え
た
会

員
同
士
の
交
流
の
輪
が
、「
ひ
ろ
ば
」か
ら

生
ま
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。　
　

 （
清
水
）

事
務
局
か
ら
　
お
願
い

・
転
居
通
知
や
カ
ー
ド
再
発
行
、会
費
支

払
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、

あ
ら
か
じ
め
会
員
番
号（
会
員
証
や
宣

言
書
コ
ピ
ー
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
）

を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

・
医
療
相
談
の
お
申
込
み
に
も
、会
員
番

号
が
必
要
で
す
。

編
集
後
記

次号は、2016年1月1日発行

協会会員：11万 9076人
（9月7日現在）
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・
協
会
か
ら
お
送
り
す
る
会
費
納
入
の「
振

込
票
」に
は
、会
員
の
住
所
は
省
略
さ
れ

て
い
ま
す
。
転
居
の
ご
連
絡
以
外
は
、住

所
の
記
入
は
不
要
で
す
。

医療相談（通話無料）
0120-979-672

病気や医療、特に終末医療について
心配ごと、困りごとを専門の相談員が
お聴きし、サポートいたします。

月・水・金曜日
午後 1時～ 5時（変更あり）

リビング・ウイル
―いのちの遺言状―

LWを紹介する20分のDVD（協会制作・
発行）。お友達にLWを広めるために
ご活用を！ご注文は、協会書籍と同
じく協会事務局まで。税・送料込み
1100円。

―いのちの遺言状―
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北陸支部
〒920-0902 金沢市尾張町1-7-1 山崎法律事務所内
TEL：076-232-0900　FAX：076-232-0932

関西支部
〒532-0003 大阪市淀川区宮原4-1-46 新大阪北ビル702号
TEL：06-4866-6365　FAX：06-4866-6375

中国地方支部
〒730-0024 広島市中区西平塚町2-10
TEL：082-244-2039　FAX：082-244-2048

四国支部
〒790-0067 松山市大手町1-8-16 二宮ビル3F B
TEL：089-993-6356　FAX：089-993-6357

九州支部
〒810-0001 福岡市中央区天神1-16-1 毎日福岡会館5階
TEL：092-724-6008　FAX：092-724-6008 

北海道支部
〒060-0807 札幌市北区北7条西２丁目6  37山京ビル801
TEL：011-736-0290　FAX：011-299-3186

東北支部
〒980-0811 仙台市青葉区一番町1-12-39
　　　　　  旭開発第2ビル703号室
TEL：022-217-0081　FAX：022-217-0082

関東甲信越支部
〒113-0033 東京都文京区本郷2-40-14 山﨑ビル302
TEL：03-5689-2100　FAX：03-5689-2141
※11月16日から本部事務局内に移転 
※ 電話・FAX番号は変わりません

東海支部
〒453-0832 名古屋市中村区乾出町2-7 正和ビル２階
　　　　　　なかむら公園前法律事務所内
TEL：052-481-6501　FAX：052-486-7389

〒113-0033 東京都文京区本郷2-27-8 太陽館ビル501
TEL：03-3818-6563　FAX：03-3818-6562
メール　info@songenshi-kyokai.com

ホームページ　http://www.songenshi-kyokai.com
郵便振替口座　東京00130-6-16468

尊厳死の宣言書
（リビング・ウイル　Living Will）

私は、私の傷病が不治であり、かつ死が迫っていたり、生命維持措置無しでは生存できない状態に
陥った場合に備えて、私の家族、縁者ならびに私の医療に携わっている方々に次の要望を宣言いた
します。
この宣言書は、私の精神が健全な状態にある時に書いたものであります。
したがって、私の精神が健全な状態にある時に私自身が破棄するか、または撤回する旨の文書を
作成しない限り有効であります。

①  私の傷病が、現代の医学では不治の状態であり、既に死が迫っていると診断された
       場合には、ただ単に死期を引き延ばすためだけの延命措置はお断りいたします。

②  ただしこの場合、私の苦痛を和らげるためには、
　  麻薬などの適切な使用により十分な緩和医療を行ってください。

③  私が回復不能な遷延性意識障害(持続的植物状態)に陥った時は
       生命維持措置を取りやめてください。

以上、私の宣言による要望を忠実に果たしてくださった方々に深く感謝申し上げるととも
に、その方々が私の要望に従ってくださった行為一切の責任は私自身にあることを付記い
たします。

本部

リビング・ウイルの
勧め

日本尊厳死協会は、命の終わりが近づいたら自然のままに寿命を迎え、延命措置を望ま
ない意思を表したリビング・ウイル「尊厳死の宣言書」を発行、その普及に努めています。
お友だちやお知り合いに協会や「宣言書」のことをお伝えいただければと願っています。

各支部のホームページへのアクセスは、本部ホームページからのリンクをご利用ください。
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4C 4CLW_No.159
表 1

LW_No.159
表 4

出版案内
日本尊厳死協会が会員の皆様にお勧めする必読の書。好評発売中です。

お求めは協会事務局で
いずれも 1100 円（税・送料込）。お名前、住所、購入希望本を明記のうえ、代金を現金書留または定額小為替か切手相当額を同封して
協会事務局（〒113-0033 東京都文京区本郷2-27-8 太陽館ビル501）宛に郵送してください。

「
不
治
か
つ
末
期
」の
具
体
的
提
案

モ
ル
ヒ
ネ
は
鎮
痛
薬
の
王
者

編
著
・
発
行

　日
本
尊
厳
死
協
会

発
売

　中
日
新
聞
社

編
著

　日
本
尊
厳
死
協
会

発
行

　中
日
新
聞
社

我慢しないで！
医療用麻薬モルヒネで「痛み」はとれる

尊厳死の「不治かつ末期」
専門医が病態ごとにやさしく解き明かす
終末期は人によって様々、判断に迷うことが多くて当然です。
病態ごとに専門医が「不治かつ末期」を分かりやすく説明した本書。
こんな疑問にも答えがあります。

▼がんの末期
人工的な栄養・水分の補給は、むしろ症状を悪化させる？

▼持続的植物状態
延命措置について事前に意思表示していなかった場合、
医師や家族が採れる方法は？

▼腎不全
余命が宣告されている状態で、医師から透析療法を勧められたら？

▼救急医療
救急車で運ばれたら「カードを示せない」と心配する会員は多い。
日本救急医学会が示す「終末期」の判断とは？

▼認知症
協会のリビング・ウイルでは触れていないが、国民の関心は高い。
延命措置をどう考える？

▼老衰
天寿を全うする「老衰死」。その平穏な死を妨げるものは何か？

自分の終末期にどのような医療を望むのか、望まないのか。
本書は、「具体的な意思表示がいかに大切か」を訴えています。

◎激痛から解放された
「痛みが取れ、夜よく眠れて、食欲も出てきた。夢のようです」
―― モルヒネの投与で激痛から解放された患者の喜びの声です。
◎誤解されているモルヒネ
医療用麻薬のモルヒネは、「中毒になり、死期を早める」
「がん末期にしか使えない」と誤解されてきました。
◎モルヒネは「神様の贈り物」
今日では、世界の医学界がこうした誤解を完全に否定しています。
適正に使用すれば「鎮痛薬の王者」なのです。
◎がん以外の痛みにも効果
帯状疱疹後神経痛、ロコモティブシンドローム、骨粗鬆症による脊
椎の圧迫骨折、バージャー病、閉そく性動脈硬化症など、がん以外
の激痛にも効果が実証されています。
◎専門医がアドバイス
執筆者の１人、加藤佳子医師は、「痛みは本人にしか分からない。
我慢しないで、医師に『痛みを取ってください』と言いましょう」と
呼びかけています。

新
・
私
が
決
め
る
尊
厳
死

あ
な
た
の
痛
み
は
と
れ
る

・

2015年10月 発行

リビング ウイル

No.159

認
知
症
と
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル

中
学
生
が
考
え
る
尊
厳
死

「
出
前
講
座
」初
の
講
師
研
修
会

尊
厳
と
と
も
に
生
き

尊
厳
と
と
も
に
死
ぬ

残
り
少
な
い
人
生
。最
後
は

「
こ
れ
だ
け
は
や
り
た
か
っ
た
」

こ
と
を
選
ん
で
や
っ
て
み
る
。

牛
尾
治
朗 

ウ
シ
オ
電
機
会
長

　 イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

一般財団法人

日本尊厳死協会


